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３月 10日（土）に、元NHKクローズアップ現代キャスター 

国谷 裕子（くにや ひろこ）さんをお招きし、 『女性が活
躍する社会に向けて ～私が今、伝えたいこと～』と題

し、女性の活躍について講演いただきました。 

ご自身のキャスターとしての失敗や挫折した経験を基に、「組

織等の意思決定に影響を及ぼすには、全体の３割を占める事が

必要（※）で、日本も女性の管理職の割合を３割にすることを目

標に掲げているが達していない」「日本の社会では女性を活用し

たが、女性がどう働きたいのか、結婚したいのか等は考えられて

おらず、仕事と家庭の両立が困難である」「制度面での改善は行

われたが、男女平等の意識改革が課題であり、見えない壁がある」「長時間労働を行ってきた男性の

変化の必要性」「女性の意識改革の必要性」等のお話を

していただきました。 

（※ 黄金の３割理論：米ハーバード大学ビジネススク

ールのロザベス・モス・カンター教授の理論。  

構成人員の 30％を少数派が占めると、意思決定

に影響力を持つようになるという考え。） 

参加者からは、「社会全体が意識を変えていかなければならないと強く感じました。」「女性がも

っと活躍するには、男性の意識改革が必要だが、女性が自分を肯定することも必要だということが

新鮮でした。」「自身の意識を変えるよい機会となりました。」との声をいただきました。 
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同日、募集した写真の

表彰式も行いました。



市では男女共同参画プランに基づき、毎年女

性の活躍推進事業所を募集し表彰しています。

応募のあった３つの事業所を、男女共同参画協

議会委員が視察・選考し、３月10日に表彰式を

開催しました。 

所 在 地：東柏ケ谷五丁目13番４号 

事業内容：航空機内装品、鉄道車両機器、中央監視装置、 

工業用Ⅹ線検査装置、金属製品製造業（精密板 

金加工および付帯業務一切） 

 ・顧客に理解いただきながら、週1回のノー残業デーを完

全実施している。 

・パートから正社員への職種変更が可能で、徹底したシス

テム構築と研修により、誰もが働きやすい体制づくりを行っている。 

・女性管理職の登用を行っている。

所 在 地：中央二丁目４番１号 

事業内容：総合小売業 

・パート従業員も対象にした育児・介護休暇等、充実した制度を 

整備している。 

・ライフスタイルに合わせた継続勤務の支援を行っている。 

・女性管理職の積極的な登用や、女性相談員による相続窓口等の 

環境づくりを行っている。 

所 在 地：中新田三丁目７番２４号 

事業内容：各種機械および治具等の設計・製造・販売 

     精密部品の機械加工 

     自社商品の開発企画および販売 

 ・製造業には珍しく、女性従業員の割合が45％と非常に高く、

営業業務などにも積極的に女性を登用し、活躍している。 

・社長面談による目標やキャリアプランの計画的確認及び実現への支援が行われている。 

★★ 今年度も女性の活躍推進事業所を募集しています！ 是非ご応募ください！！ ★★



はい

77.7%

いいえ
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Q2 ワーク（仕事・家事・勉強）と生活

の調和を取ろうとしていますか？

はい

45.7%いいえ

54.3%

Q1 「ワーク・ライフ・バランス」の

意味を知っていますか？

今年の男女共同参画週間の内閣府キャッチフレーズは「走り出せ、性別のハードルを越えて、今」

でした。新たな試みとして、パネルシアターと図書展示を行いました。 

海老名駅自由通路にて、男女共同参画推進員とえび 

～にゃ達が街頭啓発を行いました。ワーク・ライフ・ 

バランスに関するアンケートを行い、約120名の方 

が答えてくれました。 

門沢橋コミュニティセンターにて、学童保育「ひばり児童育

成クラブ」のお子さん達約70名に集まってもらい、ジェンダー

に関するパネルシアターと紙しばいを上演しました。 

 上演中のお子さんたちは、問いかけに答

えたりしながら、耳を傾けてくれました。 

有馬図書館と連携し、男女共同参画やワーク・ライフ・バラン

スに関する図書を特集コーナーとして展示しました。 

図書館を利用する方が展示された本を手にとっていました。 

★ パネルシアターとは？

布を貼ったパネルを舞台に見立て、絵や文字を貼ったり外したりして演じる劇のこと 

です。特定非営利活動法人かながわ女性会議の山﨑真理子氏に上演してもらいました。 

★ ワーク・ライフ・バランス 

とは？

仕事、家庭、趣味等を共存させな

がら、自ら希望する生活のバラ

ンスで過ごすことができる状態

のことです。人生を充実させる

ためには、このバランスを効率

良く成立させる事が大切です。

啓発活動

★ その他、市役所エントランスホールでは

「パネル展 こんな子いるよね」等を、

海老名駅自由通路等のデジタルサイネージでは

ＰＲ映像を放送しました。



     海老名市では、「女性相談員による女性のための相談」を実施しています。 

    夫やパートナー男性からの暴力・女性の悩みについて一緒に考えます。 

 女性相談ダイヤル ☎231-2224  月～金（祝日を除く）8：30～16：30

※その他に 海老名女性支援電話「そよ風」（非営利のボランティア組織） 

          による相談もあります。 

235-7353  火曜：10:00～15:00／金曜：13:00～16:00（無料）

★ ワーク・ライフ・バランスを聞いたことがない方も、実際の生活に結び付けて考えて「やっていきた

い」と意見を聞かせてくれました。男女共同参画がもっと拡がれば、もっと魅力的な社会にきっとな

る！年配の方はもちろん、若い方たちにもっとアピールできれば良いです。 

★ 街頭啓発で、外国人らしい若い女性二人が「仕事が忙しくて生活を楽しむ余裕がない」と答えた事が印

象に残りました。人生を豊かにしようという意識改革も大切ですが、したくてもできないという環境や

条件の改善もとても必要だと改めて思いました。 

★ ワーク・ライフ・バランスは家庭の場、仕事の場、地域の場などあらゆる場に実現が求められていま

す。啓発では相手の家庭環境もからめて、一緒に考えていく場作りができるよう考えました。 

★ 次世代を背負う若い方に多く回答を求めたいと思いましたが、スマホに気を取られて話を聞いてもらえ

ない方もいて少し残念でした。学校等と協力し週間をPRしたいと思いました。 

★ 高校生や大学生はワーク・ライフ・バランスを授業で学んだ経験があり、「将来結婚しても仕事を続

け、子育ても夫婦で協力して行うつもり！」と力強く答えてくれました。 

★ ワーク・ライフ・バランスという言葉が自然に日常会話の中で出てくるよう啓発して行きたいと思う。 

★ 若いサラリーマン風の男女はワーク・ライフ・バランスを聞いたことがある、知っていると答えてくれ

ます。また、学生は「聞いたことがない」と答えても、「知りたい」と興味を持ってくれます。若い人

の時代が自然発生的に平等を広げていくのだと感じ、今後もサポートしていきたいと思いました。 

ロールモデル 

将来像を描いたり、自分のキャリア形成を考える際に参考とする役割モデルをいいます。 

一人ひとりが具体的に自分にあったチャレンジをイメージし選択できるよう、身近なモデル

事例を提示する重要性が指摘されています。

女性に対する暴力根絶

のためのシンボルマーク

＊「はばたき」は、市のＨＰ（http://www.city.ebina.kanagawa.jp）からもご覧いただけます。 
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